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【手続補正書】
【提出日】平成30年7月9日(2018.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　図１は、本実施形態における撮像素子の概略構成を示す図である。図１において、撮像
素子１００は、行列状に配列された複数の単位画素を含む画素アレイ１０１と、画素アレ
イ１０１における画素の行を選択する垂直走査回路１０２、画素アレイ１０１における画
素の列を選択する水平走査回路１０４を含む。また、画素アレイ１０１に含まれる複数の
単位画素のうち、垂直走査回路１０２によって選択された行の単位画素の信号を読み出す
読み出し回路１０３、各回路の動作モードなどを外部から決定するためのシリアルインタ
ーフェイス（ＳＩ）１０５を含む。読み出し回路１０３は、列毎に、信号を蓄積するメモ
リなどを有する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　図３は、本実施形態における画素アレイ１０１を構成する一部の単位画素と、画素アレ
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イ１０１を駆動するための駆動信号線の配線レイアウトの一例を示す図である。なお、図
３では４行２列の単位画素３０１～３０８の画素配列を示すが、画素アレイ１０１は、２
次元の画像を提供するために、さらに多くの単位画素を有する。また、単位画素３０１～
３０８の各画素は、図２の単位画素２０１に示す構成を有する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　Ｇフィルタにより覆われた単位画素３０１と単位画素３０６は、転送パルスφＴＸ１（
ｎ），φＴＸ２（ｎ）により駆動され、単位画素３０３と単位画素３０８は、転送パルス
φＴＸ１（ｎ＋１），φＴＸ２（ｎ＋１）により駆動される。また、Ｂフィルタにより覆
われた単位画素３０２と、Ｒフィルタにより覆われた単位画素３０５は、転送パルスφＴ
Ｘ３（ｎ），φＴＸ４（ｎ）により駆動される。同様に、Ｂフィルタにより覆われた単位
画素３０４とＲフィルタにより覆われた単位画素３０７は、転送パルスφＴＸ３（ｎ＋１
），φＴＸ４（ｎ＋１）により駆動される。なお、各転送パルスφＴＸを供給する制御信
号線は、各単位画素に対して相対的に同じ位置にあるＰＤに接続されている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　まず、図６（ａ）を参照して説明する。時間ｔ６０１の間に、リセットパルスφＲＥＳ
ｘと転送パルスφＴＸ１（ｎ），φＴＸ２（ｎ）を同時に高電位（Ｈ）にすることで、Ｖ
行目及びＶ＋１行目のＧフィルタに覆われた単位画素のリセットスイッチ５０５と、転送
スイッチ２０５，２０６がオンとなる。これにより、Ｖ行目及びＶ＋１行目のＧフィルタ
に覆われた単位画素のＰＤ２０３、ＰＤ２０４、及びＦＤ２０７の電位が、電位ＶＤＤに
より初期電位にリセットされる。その後、転送パルスφＴＸ１（ｎ），φＴＸ２（ｎ）が
低電位（Ｌ）になると、Ｖ行目及びＶ＋１行目のＧフィルタに覆われた画素のＰＤ２０３
、ＰＤ２０４において電荷蓄積が始まる。同様に、時間ｔ６０２の間に、リセットパルス
φＲＥＳｘと転送パルスφＴＸ３（ｎ），φＴＸ４（ｎ）を同時にＨにすることにより、
Ｖ行目及びＶ＋１行目のＲ及びＢフィルタに覆われた単位画素のリセットスイッチ５０５
と、転送スイッチ２０５，２０６がオンとなる。これにより、Ｖ行目及びＶ＋１行目のＲ
及びＢフィルタに覆われた単位画素のＰＤ２０３、ＰＤ２０４、及びＦＤ２０７の電位が
、電位ＶＤＤにより初期電位にリセットされる。その後、転送パルスφＴＸ３（ｎ），φ
ＴＸ４（ｎ）がＬになると、Ｖ行目及びＶ＋１行目のＲ及びＢフィルタに覆われた単位画
素のＰＤ２０３，２０４において電荷蓄積が始まる。Ｇフィルタに覆われた単位画素と、
Ｒ及びＢフィルタに覆われた単位画素は、異なるタイミングで信号を読み出すため、電荷
蓄積の時間を同じにするには、上述したように、リセットのタイミングも異ならせる必要
がある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　次に、図６（ｂ）を参照して説明する。時間ｔ６１１では、時間ｔ６０１と同様に、リ
セットパルスφＲＥＳｘと転送パルスφＴＸ１（ｎ），φＴＸ２（ｎ）を同時にＨにする
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ことで、Ｖ行目及びＶ＋１行目のＧフィルタに覆われた単位画素のＰＤ２０３、ＰＤ２０
４、及びＦＤ２０７をリセットする。また時間ｔ６１２では、時間ｔ６０２と同様に、リ
セットパルスφＲＥＳｘと転送パルスφＴＸ３（ｎ），φＴＸ４（ｎ）を同時にＨにする
ことで、Ｖ行目及びＶ＋１行目のＲ及びＢフィルタに覆われた単位画素のＰＤ２０３、Ｐ
Ｄ２０４、及びＦＤ２０７をリセットする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　次に、被写体の色を解析する。具体的には、まず、第１の駆動モードで撮像素子１００
を駆動し、Ｒ画素、Ｇ画素、Ｂ画素それぞれから読み出された撮像用信号の平均値Ｒ、平
均値Ｇ、平均値Ｂを求める（Ｓ８０３）。そして、平均値Ｒと平均値Ｇとを比較して、そ
の大小関係を判定する（Ｓ８０４）。平均値Ｒの方が大きいと判定された場合は、Ｓ８０
６に進み、図６（ｂ）を参照して上述した第２の駆動モードを設定する。第２の駆動モー
ドは、Ｒ及びＢフィルタの画素から位相差検知用信号を読み出すモードである。一方、Ｓ
８０４において平均値Ｒが平均値Ｇ以下と判定された場合はＳ８０５に進み、平均値Ｂと
平均値Ｇの大小関係を判定する。平均値Ｂの方が大きいと判定された場合はＳ８０６に進
んで、第２の駆動モードを設定し、平均値Ｂが平均値Ｇ以下と判定された場合は、第１の
駆動モードの設定のままＳ８０７に進む。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
において最大となる相関値（ｋ）＝相関値（ｋｍａｘ）を求め、Ｒ相関値（ｋｍａｘ）及
びＢ相関値（ｋｍａｘ）を記録しておく。
　次に、Ｓ９０４において第１の駆動モードをタイミング発生部７０７に設定し、Ｒ及び
Ｂ画素と同様にして、Ｓ９０５においてＧ画素のＡ像信号とＢ像信号に基づいて、Ｇ相関
値（ｋｍａｘ）を算出し、記録しておく。
【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】
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